
◆台風等の強風時の管理について 

【台風前】 

① 風等強風時は出入口、天窓などをしっかり戸締りし、ロックします。また POフィルムの場合は、ビ

ニールのように裂けていかないが、部分的に穴が開いている場合、補修テープで穴を防ぐなど日ごろ

から点検してください。 

②バンドでビニールを締め直し、バタツキを防ぎます。補強で対応できない風速の場合は、ビニールの

引落し、切断、巻き上げ（アーチパイプの露出）を行います。 

③強風等で飛散する物がないか確認します。ハウス周辺の物が飛散し、被覆資材に穴が開く恐れがあり

ます。穴が開いてしまうと、強風がハウス内に入り、ビニール全体を内側から吹き飛ばす可能性がある

ことから、事前に飛散する物がない、あらかじめ周辺の確認をしてください。 

④両開きドアを固定、下レールに添え木するのもよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：台風被害の様子 

 

 

【台風後】 

①施設を見回り、破損個所の有 

無を確認します。 

②施設及び施設周辺の排水対策 

を行います。 

③被害がある場合は、JA営農 

相談員まで連絡ください。 

④作物の状況を確認し、病気の 

予防、草勢回復などの管理を 

行います。 

※状況に応じて、換気を行うな 

どの高温対策も実施します。 

 

 










